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は
じ
め
に

　

東
洋
に
お
い
て
古
来
多
数
造
形
さ
れ
て
き
た
鳳
凰
は
想
像
上
の
霊
鳥
で

あ
り
、
文
献
上
は
後
漢
の
『
説
文
解
字
』
に
「
鶏
の
頭
・
蛇
の
頸
・
燕
の

頷
・
亀
の
背
中
・
魚
の
尾
」（1
）と
さ
れ
る
な
ど
複
数
生
物
の
合
成
体
（
キ

メ
ラ
）
と
し
て
観
念
さ
れ
る
が
、
造
形
上
は
多
く
は
全
身
が
鳥
の
形
態
を

し
て
い
る
。

　

鳳
凰
は
想
像
上
の
存
在
で
は
あ
る
が
、「
羽
あ
る
も
の
の
長
」（2
）と
し
て

鳥
類
に
君
臨
す
る
王
と
観
念
さ
れ
、
鳥
と
し
て
造
形
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
造
形
に
は
鳥
に
対
す
る
知
識
や
認
識
が
反
映
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
鳳
凰
の
造
形
例
を
見
る
と
、
あ
る
時
期
よ
り
鳥
類
学

的
に
注
目
す
べ
き
特
徴
を
有
す
る
図
像
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
足
の
形
状

で
あ
る
。

　

鳥
類
の
足
指
は
通
常
四
本
で
あ
り
、
大
多
数
は
三
本
が
前
方
、
一
本
が

後
方
を
向
く
「
三さ
ん

前ぜ
ん

趾し

足そ
く

」
で
あ
る
が
、
少
数
の
鳥
の
み
は
足
指
が
前
後

に
二
本
ず
つ
分
れ
た
「
対
趾
足
」
と
い
う
特
殊
な
足
で
あ
る
【
図
一
】。

し
か
し
鳳
凰
の
造
形
に
は
、
三
前
趾
足
と
対
趾
足
の
双
方
の
足
の
形
状
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
鳳
凰
の
足
の
形

状
、
特
に
特
殊
な
形
態
で
あ
る
対
趾
足
の
存
在
に
着
目
し
、
対
趾
足
を
有

論
説鳳

凰
の
足

「
対た
い

趾し

足そ
く

」
図
像
の
起
源
と
伝
播

中
野
晶
子



図一　左・三前趾足、右・対趾足

図二　《墓門右門扇画像》（部分）
（後漢、陝西省綏徳四十鋪鎭出土、綏徳県博
物館蔵）
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す
る
鳳
凰
の
発
生
時
期
・
場
所
と
そ
の

背
景
、
伝
播
の
状
況
を
考
察
す
る
。
伝

統
的
な
図
像
の
変
化
に
現
実
世
界
へ
の

認
識
が
反
映
さ
れ
伝
播
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
現
象
の
考
察
を
通
じ
て
、
造

形
当
時
の
鳳
凰
に
託
さ
れ
た
理
想
、
科

学
的
知
識
の
拡
大
や
鳥
に
対
す
る
通
念

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

併
せ
て
日
本
国
内
へ
の
伝
播
・
受
容

の
状
況
を
考
察
し
、
対
趾
足
鳳
凰
の
認

識
の
拡
大
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

人
物
と
し
て
橘
守
国
を
と
り
あ
げ
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
朱
雀
や
鸞ら
ん

・
顧が
く

鷟さ
く

に
概
観
す
る
。

　

現
在
ま
で
続
く
鳳
凰
図
像
の
原
型
は
漢
代
に
は
既
に
存
在
す
る
。
漢
代

に
は
、
文
献
上
は
キ
メ
ラ
的
外
見
に
言
及
さ
れ
る
一
方
、
造
形
上
は
、
そ

れ
以
前
の
キ
メ
ラ
的
要
素
が
払
拭
さ
れ
、
全
身
が
鳥
の
形
態
を
し
た
鳳
凰

が
画
像
石
等
に
描
か
れ
る
【
図
二
】。
管
見
の
限
り
、
足
指
の
形
状
が
判

明
す
る
作
例
で
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の
鳥
同
様
三
前
趾
足
で
表
わ
さ
れ
る
。

　

唐
代
に
は
数
多
く
の
鳳
凰
の
意
匠
が
用
い
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
明
確

な
三
前
趾
足
で
表
わ
さ
れ
る
。

　

唐
代
半
ば
を
過
ぎ
る
と
鳳
凰
の
造
形
例
は
減
少
し
、
宋
代
の
作
例
も
前

等
も
広
義
の
鳳
凰
に
含
め
て
扱
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
画
題
・
想
像
上
の

存
在
と
し
て
の
鳥
は
漢
字
表
記
、
生
物
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
す
る
。

第
一
章　

鳳
凰
の
足
に
よ
る
分
類

（
一
）　

鳳
凰
造
形
例
概
観―

中
国―

　

ま
ず
鳳
凰
の
造
形
例
の
足
に
着
目
し
、
中
国
・
日
本
を
中
心
に
時
代
順



図三　宋・高宗《賜梁汝嘉勅書》（1135年、南宋、
東京国立博物館蔵）　下図・足部分拡大

言語社会　第 5号　　306

代
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
代
、
注
目
す
べ
き
作
例
が
登

場
す
る
。
南
宋
初
代
皇
帝
・
高
宗
の
書
《
賜
梁
汝
嘉
勅
書
》（
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）【
図
三
】
で
あ
る
。
下
絵
に
は
金
泥
で
鳳
凰
が
描
か
れ
、
こ

れ
も
皇
帝
の
手
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
る（

3
）。
そ
の
足
指
は
前
方
に
二
本
、

後
方
に
二
本
の
対
趾
足
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
が

対
趾
足
を
持
つ
鳳
凰
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
。（
以
下
、
対
趾
足
を
持
つ

鳳
凰
を
対
趾
足
鳳
凰
、
三
前
趾
足
に
つ
い
て
も
同
様
に
三
前
趾
足
鳳
凰
と

す
る
。）

　

元
代
に
は
再
び
鳳
凰
の
造
形
例
が
増
加
し
、
多
く
は
従
来
通
り
の
三
前

趾
足
鳳
凰
で
あ
る
が
、
文
末
表
一
の
作
例
一
覧
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
こ
の

時
代
か
ら
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
が
散
見
さ
れ
る
。

　

明
代
に
は
多
く
の
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
二

羽
の
鳳
凰
・
周
囲
の
鳥
ま
で
ほ
ぼ
共
通
す
る
伝
辺
文
進
《
百
鳥
図
》（
福

岡
市
美
術
館
蔵
）【
図
四
】
と
伝
銭
選
《
百
鳥
図
》（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）

【
図
五
】
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
図
様
の
共
通
・
類
似
す
る
鳳
凰
図
が

複
数
あ
り
、
粉
本
を
基
に
多
数
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

ま
た
万
暦
期
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
）
に
は
『
列
仙
全
伝
』
や
『
三
才

図
会
』【
図
六
】
な
ど
版
本
の
挿
絵
に
も
対
趾
足
鳳
凰
が
登
場
す
る（

4
）。

こ
の
時
代
、
三
前
趾
足
鳳
凰
の
作
例
も
数
多
く
見
ら

れ
る
が
、
現
在
残
る
作
例
か
ら
は
中
国
で
は
明
代
に

最
も
盛
ん
に
対
趾
足
鳳
凰
が
造
形
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
七
世
紀
以
降
、
清
代
に
も
双
方
の
鳳
凰
の
作
例

が
見
ら
れ
る
が
、
明
代
の
よ
う
に
対
趾
足
鳳
凰
が
同

じ
図
様
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
状
況
は
見
出
せ
ず
、

対
趾
足
の
流
行
が
明
代
に
比
べ
下
火
に
な
っ
た
と
推

測
で
き
る
。



図四　伝辺文進《百鳥図》（福岡市美術館蔵）

図五　伝銭選《百鳥図》（三の丸尚蔵館蔵）

図六　『三才図会』「顧鷟」
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（
二
）　

鳳
凰
造
形
例
概
観―

日
本―

　

一
方
、
日
本
で
は
五
世
紀
頃
か
ら
鳳
凰
の
意
匠
が
見
ら
れ
、
七
世
紀
に

造
形
例
が
増
加
し
、
八
世
紀
の
正
倉
院
宝
物
に
多
数
見
出
せ
る
が
、
い
ず

れ
も
足
は
三
前
趾
足
で
あ
る
。

　

平
安
前
期
以
降
作
例
は
減
少
し
、
再
び
多
く
の
作
例
を
見
出
せ
る
の
は

十
六
世
紀
以
降
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
一
七
世
紀
以
前
に
対
趾
足
鳳
凰
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
江
戸
期
の
絵
本
に
、
一
六
世
紀
初
頭
に
活
躍

し
た
絵
師
の
絵
の
写
し
と
さ
れ
る
対
趾
足
鳳
凰
の
例
が
あ
る（

5
）た
め
、
今

後
遡
る
作
例
が
見
出
せ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
日
本
に
お
け

る
対
趾
足
鳳
凰
の
例
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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十
七
世
紀
に
は
数
点
の
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

一
八
世
紀
に
対
趾
足
鳳
凰
の
流
行
が
見
ら
れ
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
絵
手
本

や
工
芸
に
も
数
多
く
造
形
さ
れ
、
浮
世
絵
版
画
に
も
登
場
す
る
。
一
九
世

紀
に
な
る
と
、
日
本
で
も
流
行
に
陰
り
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
な
お
多
数

の
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を
見
出
せ
る
。

　

な
お
、
十
九
世
紀
に
は
朝
鮮
半
島
と
琉
球
で
も
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
調
査
が
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
大
き
く
遡
る

例
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
三
）　

分
析
結
果

　

鳳
凰
の
造
形
例
を
足
に
着
目
し
て
概
観
し
た
上
で
、
現
段
階
で
は
以
下

の
五
点
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

一
点
目
は
、
鳳
凰
の
足
に
は
三
前
趾
足
と
対
趾
足
の
大
き
く
二
系
統
が

存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鳳
凰
と
同
様
に
吉
祥
画
題
と
さ
れ
る
鶴
や
孔
雀
、

鶏
な
ど
は
実
際
が
三
前
趾
足
で
あ
り
、
対
趾
足
で
表
わ
さ
れ
た
例
は
見
当

た
ら
な
い
。
ま
た
、
鳳
凰
と
同
じ
く
想
像
上
の
鳥
で
あ
る
金
翅
鳥
・
迦
楼

羅
や
迦
陵
頻
伽
に
は
、
管
見
の
限
り
対
趾
足
の
作
例
は
無
く
、
対
趾
足
の

変
異
が
鳳
凰
に
限
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
迦
楼
羅
や
迦
陵

頻
伽
等
は
鳳
凰
と
異
な
り
、
仏
教
美
術
に
造
形
の
機
会
が
限
ら
れ
、
仏
教

的
な
図
像
伝
統
の
拘
束
ゆ
え
に
対
趾
足
へ
変
異
し
な
か
っ
た
た
め
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
点
目
は
、
多
く
は
三
前
趾
足
鳳
凰
で
あ
り
、
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
は

少
数
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
足
の
形
状
を
確
認
で
き
た
鳳
凰
の

作
例
は
千
点
を
超
え
る
が
、
そ
の
う
ち
対
趾
足
の
例
は
二
〇
〇
点
未
満
で

あ
る
。
古
今
の
鳳
凰
の
作
例
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

筆
者
の
印
象
で
は
、
対
趾
足
は
鳳
凰
の
造
形
例
全
体
の
多
く
と
も
三
割
未

満
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
中
国
で
は
、
皇
帝
の
象
徴
が
龍
、
皇
后
の
象
徴
が
鳳
凰
と
さ
れ
、

皇
帝
の
み
五
爪
の
龍
を
用
い
た
と
さ
れ
る
が
、
鳳
凰
の
足
の
種
類
と
そ
の

造
形
を
用
い
る
階
級
と
の
間
に
は
、
関
連
は
見
出
せ
な
い
。

　

三
点
目
は
、
対
趾
足
鳳
凰
の
造
形
例
は
中
国
南
宋
初
期
か
ら
見
ら
れ
、

以
降
中
日
韓
・
琉
球
共
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
期
の
作
例
は
い
ず

れ
も
制
作
国
が
中
国
で
あ
り
、
日
本
・
朝
鮮
半
島
・
琉
球
で
の
作
例
は
全

て
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
趾
足
鳳
凰
は
中
国
で
発
生
し
た
と
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
中
国
か
ら
周
辺
国
家
へ
と
い
う
東
ア
ジ
ア
の
文
化

波
及
の
方
向
を
考
え
て
も
、
対
趾
足
鳳
凰
は
中
国
で
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

四
点
目
は
、
中
国
で
は
明
代
に
対
趾
足
鳳
凰
が
流
行
、
明
末
清
初
に
は

下
火
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
対
趾
足
鳳
凰
の
誕
生
や
、

そ
の
造
形
を
担
っ
た
人
々
と
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
次
章
で
述
べ

る
。

　

五
点
目
は
、
日
本
で
の
対
趾
足
鳳
凰
の
例
は
、
現
時
点
で
は
十
七
世
紀
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以
降
に
見
ら
れ
、
十
八
世
紀
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
十
七
世
紀

か
ら
十
八
世
紀
前
半
の
初
期
の
作
例
は
、
造
形
を
担
っ
た
人
物
の
階
級
や

地
域
が
限
定
的
で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
る
と
全
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
第
三
章
で
述
べ
る
。

第
二
章　

中
国
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
起
源

（
一
）　

対
趾
足
の
知
識

　

上
述
の
よ
う
に
、
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
は
現
段
階
で
南
宋
初
期
に
遡
る

が
、
続
く
元
代
に
は
作
例
は
少
な
く
伝
播
の
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
対
趾
足
鳳
凰
の
発
生
に
影
響
を
与
え
た
も
の
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　

対
趾
足
は
少
数
の
鳥
の
み
が
持
つ
実
在
の
特
徴
で
あ
り
、
全
く
の
無
意

識
や
偶
然
で
造
形
さ
れ
伝
播
し
た
と
は
考
え
難
い
。
少
数
派
と
は
い
え
対

趾
足
鳳
凰
が
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
見
せ
た
背
景
に
は
、
対
趾
足
自
体
の

知
識
の
普
及
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
対
趾
足
を
持
つ
鳥
に
は
、
イ

ン
コ
・
オ
ウ
ム
を
含
む
オ
ウ
ム
目
が
含
ま
れ
、
筆
者
は
古
来
飼
い
鳥
と
さ

れ
た
オ
ウ
ム
類
が
対
趾
足
鳳
凰
の
誕
生
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

オ
ウ
ム
の
対
趾
足
に
つ
い
て
は
、「
足
指
は
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず

つ
」
と
『
山
海
経
』
郭
璞
注
で
言
及
さ
れ
、
平
安
中
期
『
倭
名
類
聚
鈔
』

に
も
引
用
さ
れ
る（

6
）。
唐
代
の
工
芸
作
例
に
は
鸚
鵡
の
意
匠
が
見
ら
れ
、

誤
っ
て
三
前
趾
足
で
表
わ
さ
れ
た
例
が
多
い
が
、
中
に
は
対
趾
足
で
表
わ

さ
れ
た
も
の
も
現
存
す
る
。

　

オ
ウ
ム
は
人
の
言
葉
を
真
似
る
と
こ
ろ
か
ら
知
恵
の
あ
る
鳥
と
さ
れ
、

浄
土
に
棲
む
鳥
と
さ
れ
仏
教
と
の
関
わ
り
を
持
つ
鳥（

7
）で
あ
る
。
ま
た
、

「
時
楽
鳥
」「
世
楽
鳥
」
と
呼
ば
れ
、
為
政
者
に
徳
が
あ
っ
て
天
下
泰
平
で

あ
る
と
き
に
出
現
す
る
と
も
さ
れ
た（

8
）。
こ
れ
は
、
天
下
太
平
の
象
徴
で

あ
る
鳳
凰
と
同
じ
属
性
で
あ
り
、
両
者
を
同
一
・
類
似
視
す
る
素
地
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、「
鸚
鵡
賦
」（9
）の
よ
う
に
鸚
鵡
を
鳳
凰
に
な

ぞ
ら
え
る
詩
や
「
香
稲
啄
み
余
す
鸚
鵡
の
粒　

碧
梧
棲
み
老
ゆ
鳳
凰
の
枝

（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）」（10
）の
よ
う
に
鳳
凰
と
鸚
鵡
を
対
句
と
す
る
詩

が
、
古
く
は
漢
代
か
ら
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
鳳
凰
は
元
来
キ
メ
ラ
と
し

て
観
念
さ
れ
る
た
め
、
種
々
の
生
物
の
特
徴
を
取
り
込
み
や
す
い
性
質
を

生
来
的
に
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
瑞
鳥
で
あ
る
鸚
鵡
の
要
素
と
し
て
対

趾
足
の
特
徴
を
取
り
込
み
、
対
趾
足
鳳
凰
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

な
お
出
典
不
明
な
も
の
の
、
現
代
で
は
鳳
凰
が
オ
ウ
ム
の
嘴
を
持
つ
と

さ
れ
る（

11
）。
オ
ウ
ム
の
最
大
の
外
見
的
特
徴
は
、
そ
の
足
と
湾
曲
し
た
嘴

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
代
で
も
鳳
凰
は
オ
ウ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　

で
は
何
故
、
対
趾
足
鳳
凰
は
宋
代
に
登
場
し
た
の
か
。
鸚
鵡
を
瑞
鳥
と
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す
る
見
方
は
漢
代
に
は
存
在
し
、
対
趾
足
の
知
識
も
西
晋
時
代
に
は
存
在

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
登
場
時
期
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
四
）　

対
趾
足
鳳
凰
の
誕
生
の
背
景

　

対
趾
足
鳳
凰
が
宋
代
に
登
場
し
た
理
由
を
考
察
す
る
に
は
、
時
代
背
景

と
造
形
に
関
わ
っ
た
者
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

宋
代
に
は
、
市
舶
司
が
整
備
さ
れ
ム
ス
リ
ム
商
人
が
往
来
し
南
海
貿
易

が
盛
ん
と
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
貿
易
を
通
じ
て
熱
帯
性
の
オ

ウ
ム
類
が
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
中
国
国
内
に
も
オ

ウ
ム
類
は
生
息
す
る
が
、
広
東
・
広
西
・
雲
南
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
国

内
に
お
け
る
遠
隔
地
商
業
の
発
達
に
よ
り
、
そ
れ
ら
周
縁
部
の
文
物
が
首

都
へ
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
対
趾
足
鳳
凰
登
場
の

背
景
に
オ
ウ
ム
自
体
の
観
察
機
会
の
増
加
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

現
段
階
で
最
も
古
い
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
は
、
前
述
の
高
宗
《
賜
梁
汝

嘉
勅
書
》
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
対
趾
足
鳳
凰
の
登
場
の
基
盤
と
な

っ
た
の
が
宋
代
の
画
院
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

宋
代
の
画
院
で
は
、
黄
氏
体
と
呼
ば
れ
る
写
生
主
義
的
な
彩
色
花
鳥
画

が
院
体
花
鳥
画
様
式
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
特
に
、
高
宗
の
父
で
あ
り
自

ら
も
書
画
を
よ
く
し
た
徽
宗
は
、
画
院
の
改
革
を
主
導
し
、
対
象
を
細
部

ま
で
徹
底
観
察
し
て
描
写
す
る
こ
と
を
求
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

時
代
、
花
鳥
画
に
お
い
て
博
物
学
的
興
味
か
ら
も
鑑
賞
さ
れ
る
ほ
ど
精
緻

な
画
風
が
追
求
さ
れ
、
こ
の
傾
向
は
南
宋
画
院
へ
、
装
飾
性
・
吉
祥
性
を

加
え
元
・
明
代
の
宮
廷
絵
画
に
も
継
承
さ
れ
た
。

　

徽
宗
時
代
の
収
蔵
作
品
を
記
し
た
『
宣
和
画
譜
』（12
）に
よ
れ
ば
、
当
時

宮
廷
に
複
数
の
鸚
鵡
の
絵
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
黄
氏
体

の
祖
で
あ
る
黄
筌
と
そ
の
子
孫
の
筆
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
画
院
に
お

い
て
院
体
画
風
で
珍
禽
の
オ
ウ
ム
を
描
く
こ
と
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
徽
宗
は
自
ら
も
オ
ウ
ム
を
描
い
た
が
、《
五
色
鸚
鵡
図
》

（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）【
図
七
】
で
は
足
は
対
趾
足
で
描
か
れ
、
細
部
に

及
ぶ
写
生
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宋
代
画
院
の
写
生
と
細
密
描
写
重
視
の
傾
向
の
中
で
、
オ

ウ
ム
の
対
趾
足
の
知
識
拡
大
を
背
景
に
、
画
院
に
お
い
て
対
趾
足
鳳
凰
が

誕
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

13
）。
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こ
の
仮
定
の
下
に
そ
の
後
の
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を
見
直
す
な
ら
ば
、

明
代
に
対
趾
足
鳳
凰
を
描
い
た
画
家
は
、
伝
称
も
含
め
辺
文
進
な
ど
南
宋

院
体
花
鳥
画
の
流
れ
を
く
む
宮
廷
画
家
や
、
戴
進
な
ど
明
代
画
院
の
主
要

な
様
式
と
な
る
浙
派
の
画
家
が
大
半
で
あ
る
。
同
一
粉
本
か
ら
制
作
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
作
例
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
職
業
画
家
で
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

対
趾
足
鳳
凰
が
宋
代
画
院
か
ら
明
代
画
院
、
浙
派
へ
と
継
承
さ
れ
た
可

能
性
は
、
中
国
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
流
行
が
画
院
の
潮
流
と
一
致
を

見
せ
、
浙
派
の
盛
衰
と
軌
を
一
に
し
て
明
末
以
降
下
火
に
な
る
こ
と
と
も

関
わ
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
さ
ら
に
調
べ
を
進
め
た
い
。

第
三
章　

日
本
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
受
容
と
伝
播

（
一
）　

狩
野
派
に
お
け
る
鳳
凰
の
足

　

日
本
に
お
い
て
対
趾
足
鳳
凰
は
十
七
世
紀
以
降
に
見
ら
れ
、
十
八
世
紀
、

特
に
そ
の
後
半
期
に
大
き
な
流
行
を
見
る
。
本
章
で
は
、
日
本
で
対
趾
足

鳳
凰
を
受
容
し
た
層
、
伝
播
の
状
況
と
そ
れ
を
推
進
し
た
要
素
を
考
察
す

る
。

　

ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
幕
府
の
御
用
絵
師
で
あ
り
近
世
を
通
じ
て
の

最
大
流
派
で
あ
る
狩
野
派
は
、
流
派
と
し
て
は
対
趾
足
鳳
凰
を
採
用
し
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
派
は
数
多
い
鳳
凰
図
を
制
作
す
る
が
、
大
半

は
三
前
趾
足
で
描
か
れ
る
。

　

し
か
し
僅
か
に
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
は
、
先
行

作
品
の
模
写
を
集
成
し
た
「
探
幽
縮
図
」
で
あ
る
。
探
幽
縮
図
中
に
は
二

点
の
対
趾
足
鳳
凰
の
図
が
確
認
で
き
る
【
図
八
】
が
、
い
ず
れ
も
明
画
に

頻
繁
に
登
場
す
る
図
様
で
、
原
画
は
中
国
絵
画
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
探
幽
自
身
は
対
趾
足
鳳
凰
の
存
在
を
認
識
し
た
上
で
、

自
ら
が
描
く
鳳
凰
に
三
前
趾
足
鳳
凰
を
選
択
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

探
幽
以
前
の
狩
野
派
は
三
前
趾
足
鳳
凰
を
描
い
て
お
り
、
伝
統
や
格
式

な
ど
の
観
点
か
ら
、
少
数
派
で
新
奇
な
対
趾
足
鳳
凰
よ
り
も
、
伝
統
的
・

正
統
派
で
あ
る
三
前
趾
足
鳳
凰
を
流
派
と
し
て
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
探
幽
以
降
、
図
像
の
固
定
化
が
進
み
、
三
前
趾
足
鳳
凰
が

狩
野
派
の
鳳
凰
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う（

14
）。
た
だ
し
後
述
の
よ
う
に
、
狩

野
派
か
ら
分
派
し
た
流
派
や
狩
野
派
系
の
町
絵
師
か
ら
は
複
数
の
対
趾
足
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鳳
凰
の
作
例
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

十
七
世
紀
の
対
趾
足
鳳
凰
の
受
容

　

十
七
世
紀
の
作
例
は
、
先
述
の
探
幽
縮
図
二
点
の
他
、
土
佐
派
・
住
吉

派
三
点
、
古
九
谷
様
式
二
点（

15
）等
で
あ
る
。
幕
府
の
御
用
絵
師
や
宮
廷
の

絵
所
預
の
職
に
あ
っ
た
絵
師
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
輸
入
さ
れ
る
中
国
絵

画
・
版
本
等
に
い
ち
早
く
触
れ
る
こ
と
で
対
趾
足
鳳
凰
を
認
識
・
受
容
し

た
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。

《
鳳
凰
図
》（
喜
多
院
）【
図
九
】
に
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
を
残
し
た
土
佐

一
得
は
、
土
佐
派
の
絵
所
預
職
復
帰
以
前
の
絵
師
で
あ
る
が
、
中
世
の
著

名
な
貿
易
港
で
あ
っ
た
泉
州
堺
で
活
躍
し
て
お
り
、
や
は
り
輸
入
中
国
絵

画
・
版
本
に
接
触
し
た
こ
と
が
対
趾
足
鳳
凰
を
描
く
契
機
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
守
旧
的
と
目
さ
れ
が
ち
な
土
佐
・
住
吉
派
が
、
明
代

に
流
行
し
た
対
趾
足
鳳
凰
の
存
在
を
認
識
し
、
そ
れ
を
作
画
に
採
用
し
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
後
に
両
派
が
、
流
派
と
し
て
対
趾
足

鳳
凰
を
採
用
し
た
か
は
、
未
だ
資
料
が
不
十
分
で
あ
り
現
段
階
で
は
不
明

で
あ
る
。

　

古
九
谷
様
式
は
、
朝
鮮
半
島
系
の
技
術
を
基
礎
と
し
た
初
期
伊
万
里
に

中
国
陶
磁
の
技
術
が
加
わ
り
一
六
四
〇
年
代
に
誕
生
し
た
初
期
色
絵
磁
器

で
あ
る
【
図
十
】。
初
期
伊
万
里
は
、
明
末
の
版
本
『
八
種
画
譜
』
に
意

匠
を
取
材
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
同
書
に
は
鳳
凰
以
外
も
含
め
対
趾
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足
の
図
像
は
無
く（

16
）、
対
趾
足
鳳
凰
が
従
来
と
異
な
る
源
泉
か
ら
採
用
さ

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
中
国
陶
磁
を
源
泉
と
し
た
可
能
性
を
想
定

で
き
る
。

　

し
か
し
管
見
で
は
、
明
清
時
代
の
陶
磁
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例

は
大
半
が
青
花
で
色
絵
は
稀
で
あ
り
、
ま
た
造
形
に
お
い
て
前
述
の
万
歴

期
の
版
本
の
挿
絵
と
同
程
度
の
簡
略
な
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
意
匠

の
源
泉
を
別
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

古
九
谷
様
式
に
表
わ
さ
れ
た
対
趾
足
鳳
凰
は
、
描
写
・
彩
色
共
に
芸
術

性
が
高
く
、
足
の
描
写
も
明
確
で
あ
り
対
趾
足
の
知
識
の
裏
付
け
を
感
じ

さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
版
本
や
陶
磁
器
で
は
な
く
明
画
を
直
接
手
本

と
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
古
九
谷
様
式
二
点

に
関
し
て
は
、
注
文
主
の
意
向
か
、
或
い
は
海
外
窓
口
で
あ
る
長
崎
と
の

地
理
的
な
近
さ
に
よ
る
対
趾
足
鳳
凰
の
認
識
・
受
容
と
考
え
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

（
三
）　

十
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
受
容
と
伝
播

　

前
述
の
通
り
、
初
期
の
受
容
に
お
い
て
は
地
位
的
要
因
や
地
理
的
要
因

が
大
き
く
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
作
例
数
も
限
ら
れ
る
。
続
く
十
八
世

紀
に
は
、
対
趾
足
鳳
凰
の
流
行
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
見
出
せ
る
が
、
作

例
数
は
前
期
六
例
に
対
し
後
期
二
十
二
例
と
圧
倒
的
に
後
半
期
に
偏
っ
て

お
り
、
十
八
世
紀
前
半
が
対
趾
足
鳳
凰
の
拡
大
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
で
は
こ
の
時
期
に
い
か
な
る
状
況
が
存
在
し
た
の
か
。

　

十
八
世
紀
初
期
の
作
例
で
目
立
つ
の
は
橘
守
国
（
一
六
七
九
〜
一
七
四

八
）（17
）の
版
本
で
あ
る
。
守
国
は
、
探
幽
門
下
の
鶴
澤
探
山
（
一
六
五
五

〜
一
七
二
九
）
の
門
人
で
、
大
坂
出
版
界
の
隆
盛
を
背
景
に
多
数
の
絵
本

類
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

平
住
専
庵
撰
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』（
享
保
四
年
、
一
七
一
九
）
は
守
国

の
挿
絵
に
よ
る
百
科
事
典
で
、
第
十
三
巻
「
禽
獣
」
に
鳳
凰
の
一
種
「
顧

鷟
」
が
対
趾
足
で
描
か
れ
る
。『
増
補
浮
世
絵
類
考
』
で
「
精
密
奇
巧
此

人
よ
り
起
る
」「
享
保
時
代
刻
版
の
密
画
は
唐
土
訓
蒙
図
彙
に
始
れ
る
成

べ
し
。」（18
）と
す
る
通
り
、
先
行
す
る
版
本
の
挿
絵
と
は
異
な
り
、
絵
画
と

し
て
鑑
賞
に
堪
え
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
同
書
は
『
三
才
図
会
』
に

よ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

19
）、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
同
書
の

「
顧
鷟
」
同
様
、
足
は
対
趾
足
で
あ
る
。
た
だ
し
、
描
写
・
姿
形
や
完
成

度
の
点
で
は
共
通
性
は
無
く
、
守
国
独
自
の
造
形
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

翌
年
出
版
さ
れ
た
『
絵
本
写
宝
袋
』
は
、
守
国
の
自
ら
著
述
・
挿
絵
し

た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
第
八
巻
「
桐
鳳
凰
」【
図
十
一
】
に
は
飛
翔
す

る
鳳
凰
が
描
か
れ
、
そ
の
足
は
明
ら
か
な
対
趾
足
で
あ
る
。
ま
た
、
鳳
凰

が
対
趾
足
を
有
す
る
こ
と
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
書

の
「
鴟ふ
く
ろ
う鴞
」
の
項
で
「
足
は
ふ
み
わ
け　

総さ
う

じ
て
鳳ほ

う

凰わ
う　

あ
ふ
む
…
…
ゆ

び
前

ま
へ
う

後し
ろ

／
二
つ
づ
ゝ
に
わ
か
る
」
と
、
鳳
凰
が
対
趾
足
を
持
つ
こ
と
が
文

字
情
報
と
し
て
明
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
日
中
の
文
献
に
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お
い
て
鳳
凰
が
対
趾
足
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
資
料
は
他
に
無
く
、
初
め

て
鳳
凰
を
対
趾
足
の
鳥
と
し
て
記
載
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　

同
書
は
こ
れ
以
前
に
守
国
が
挿
絵
し
た
版
本
と
異
な
り
、
画
工
の
た
め

の
粉
本
（
手
本
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
幕
末
・
明
治
ま
で
何
度
も
版
を
重

ね
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
書
の
存
在
が
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
日

本
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
流
行
の
根
源
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
錦
絵
誕
生
の
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の

絵
暦
に
同
書
の
「
桐
鳳
凰
」
の
図
を
借
用
し
た
《
見
立　

王
子
喬
（
簫

史
）》（
シ
カ
ゴ
美
術
館
他
蔵
）【
図
十
二
】
の
他
、
西
村
孫
三
郎
《
桐
鳳

凰
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）、
石
川
豊
信
《
桐
鳳
凰
図
》（
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
美
術
館
他
蔵
）
な
ど
、
守
国
筆
の
対
趾
足
鳳
凰
と
類
似
し
た
図
様

を
持
つ
浮
世
絵
版
画
が
多
数
存
在
す
る
。

『
絵
本
写
宝
袋
』
に
続
き
、
享
保
十
四
年
（
一
七
三
〇
）
刊
『
絵
本
通
宝

志
』
に
は
「
桐
に
鳳
凰
」
が
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊
『
絵
本
鶯
宿

梅
』
に
は
「
梧
桐
鳳
凰
」
の
図
が
、
い
ず
れ
も
明
確
な
対
趾
足
で
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
相
次
ぐ
対
趾
足
鳳
凰
の
絵
画
化
・
出
版
が
、
そ
の
存
在

の
認
識
を
拡
大
さ
せ
、
続
く
十
八
世
紀
後
半
の
流
行
を
生
み
出
し
た
こ
と

は
疑
い
な
く
、
守
国
こ
そ
が
国
内
に
お
い
て
対
趾
足
鳳
凰
を
啓
発
し
た
人

物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
守
国
が
師
事
し
た
鶴
澤
探
山
を
祖
と

す
る
鶴
澤
派
に
は
、
鶴
澤
探
索
（
〜
一
七
九
七
）
に
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例

が
存
在
す
る
。
探
幽
縮
図
に
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
探

山
が
探
幽
か
ら
対
趾
足
鳳
凰
を
受
け
継
い
だ
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、

守
国
自
身
が
中
国
の
知
識
を
広
範
に
有
し
て
お
り
、
狩
野
派
と
は
別
の
ル

ー
ト
か
ら
対
趾
足
鳳
凰
を
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
対
趾
足
鳳
凰
の
他
の
作
例
に
、
小
原
慶
山
と

大
岡
春
卜
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
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小
原
慶
山
（
〜
一
七
三
三
）
は
長
崎
で
活
躍
し
、
同
地
に
来
日
し
た
沈

南
蘋
（
一
六
八
二
〜
？
）
に
直
接
面
会
し
た
と
さ
れ
る（

20
）。
南
蘋
に
は
対

趾
足
鳳
凰
の
作
例
が
存
在
し
、
こ
の
交
流
の
中
で
認
識
・
受
容
し
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
か
ら
の
輸
入
書
画
等
の
鑑
定
・
価
格
評

価
、
輸
入
鳥
獣
な
ど
の
交
易
品
の
写
図
に
よ
る
記
録
等
を
行
な
っ
た
唐
絵

目
利（

21
）周
辺
の
職
務
上
で
の
受
容
も
想
定
で
き
る
。

　

大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
〜
一
七
六
三
）
も
大
坂
で
活
躍
し
た
画
家
で
、

初
め
狩
野
派
に
入
門
し
た
が
、
後
に
は
師
を
持
た
ず
に
狩
野
派
の
筆
法
を

研
究
し
、
日
中
韓
の
古
今
の
名
画
を
写
し
た
『
画
史
会
要
』
な
ど
多
数
の

絵
本
類
を
上
梓
し
た
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
十
八
世
紀
前
半
に
対
趾
足
鳳
凰
を
造
形

し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
大
坂
・
長
崎
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。
海
外
交

易
の
窓
口
で
あ
る
長
崎
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
の
集
積
地
で
あ
っ
た
大
坂
に

限
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
世
紀
同
様
、
地
理
的
要
因
に
よ
っ
て
受
容
が
限
定

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
守
国
・
春
卜
と
も
に
狩
野
派
の
流
れ
を

汲
む
と
は
言
え
狩
野
派
正
系
と
は
異
な
る
在
野
の
絵
師
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
階
級
か
ら
新
た
に
受
容
さ
れ
た
知
識
が
発
信
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の

時
期
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
四
）　

十
八
世
紀
後
半
以
降
の
対
趾
足
鳳
凰
を
め
ぐ
る
状
況

　

橘
守
国
ら
の
活
発
な
出
版
活
動
に
よ
っ
て
対
趾
足
鳳
凰
の
認
識
が
高
ま

り
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
盛
ん
に
造
形
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地
域
も

京
都
や
江
戸
に
ま
で
拡
大
し
、
伊
藤
若
冲
や
円
山
派
周
辺
の
町
絵
師
、
石

川
豊
信
や
窪
俊
満
な
ど
狩
野
派
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
浮
世
絵
師
に
よ

る
作
例
や
絵
画
以
外
の
工
芸
作
例
に
も
登
場
し
、
活
況
を
呈
す
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

　

こ
の
こ
と
は
図
ら
ず
も
、
日
本
の
近
世
絵
画
の
変
化
に
対
応
す
る
と
言
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え
る
。
近
世
絵
画
は
十
八
世
紀
中
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
に
は
有

力
流
派
に
よ
る
粉
本
主
義
と
様
式
固
定
が
進
み
、
そ
れ
以
後
に
は
こ
の
反

動
と
し
て
在
野
の
絵
師
に
よ
る
新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
世
前
期
に
お
い
て
狩
野
派
に
よ
る
固
定
化
か
ら
漏
れ
た
対
趾
足
鳳
凰
は
、

後
期
に
は
在
野
の
絵
師
に
よ
っ
て
盛
ん
に
造
形
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
作
例
は
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

中
国
で
の
明
か
ら
清
に
か
け
て
の
対
趾
足
鳳
凰
の
盛
衰
が
、
約
三
百
年
を

経
た
日
本
で
再
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
清
代
以
降
の
輸
入

文
物
の
多
数
が
三
前
趾
足
鳳
凰
で
あ
っ
た
た
め
、
国
内
に
お
い
て
も
次
第

に
対
趾
足
鳳
凰
の
造
形
例
は
減
少
し
、
一
時
的
な
ブ
ー
ム
に
終
始
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
鳳
凰
の
足
の
形
状
に
着
目
し
て
、
少
数
派
で
あ
る
対
趾
足
鳳

凰
が
宋
代
に
登
場
、
明
代
に
最
も
盛
ん
に
造
形
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
上
で
、
宋
代
画
院
で
の
写
生
と
細
密
描
写
を
重
ん
じ
る
院
体
花
鳥
画

の
隆
盛
の
中
で
、
オ
ウ
ム
の
持
つ
吉
祥
性
ゆ
え
に
、
そ
の
要
素
と
し
て
対

趾
足
が
鳳
凰
に
組
み
込
ま
れ
、
対
趾
足
鳳
凰
が
誕
生
し
た
と
推
論
し
た
。

ま
た
日
本
で
は
十
七
世
紀
か
ら
見
ら
れ
、
十
八
世
紀
に
は
有
力
な
流
派
か

ら
町
絵
師
へ
、
大
坂
・
長
崎
か
ら
全
国
へ
伝
播
し
流
行
し
た
こ
と
、
橘
守

国
ら
の
絵
手
本
の
出
版
活
動
が
そ
れ
を
支
え
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

古
今
の
鳳
凰
の
造
形
例
は
膨
大
で
あ
り
、
今
後
も
調
査
の
進
行
で
修
正

す
べ
き
点
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
対
趾
足
鳳
凰
に
何
ら
か
の
新
た

な
象
徴
性
が
付
さ
れ
た
の
か
、
新
た
な
図
像
が
伝
播
す
る
際
に
そ
の
意
味

や
象
徴
性
が
ど
こ
ま
で
意
識
・
理
解
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
併
せ
て
探

っ
て
い
き
た
い
。
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（
1
）
尾
崎
雄
二
郎
編
『
訓
読　

説
文
解
字
注　

石
册
』（
東
海
大
学
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）。

（
2
）
戴
徳
〔
前
漢
〕『
大
載
礼
記
』（
栗
原
圭
介
、
明
治
書
院
、
平
成
十
年
）

「
易
本
命
」
第
八
十
一
「
有
羽
之
蟲
、
三
百
六
十
而
鳳
凰
為
之
長
」。

（
3
）
嶋
田
英
誠
他
『
世
界
美
術
全
集　

南
宋
・
金
』
東
洋
編
六
（
小
学
館
、
二

〇
〇
〇
年
）。

（
4
）
た
だ
し
こ
の
時
期
の
版
本
の
挿
絵
は
概
し
て
簡
略
・
稚
拙
で
あ
り
、
足
の

形
状
が
判
別
し
難
い
も
の
も
存
在
す
る
。
先
行
す
る
図
様
を
写
す
上
で
、

足
の
形
状
ま
で
意
識
が
及
ば
な
い
こ
と
に
よ
る
写
し
崩
れ
の
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

（
5
）
大
岡
春
卜
『
和
漢
名
画
苑
』（
寛
延
三
年
、
一
七
五
〇
年
、
国
会
図
書
館

蔵
）
第
三
巻
に
は
、
雲
谷
等
碩
を
写
し
た
「
梅
福
」
図
に
対
趾
足
の
鸞
が

描
か
れ
る
。
等
碩
は
詳
細
不
明
だ
が
、
秋
月
等
観
（
生
没
年
未
詳
）
の
子

で
永
正
（
一
五
〇
四
〜
二
〇
）
頃
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
。
渡
明
し
た
雪
舟

の
流
れ
を
汲
む
た
め
、
対
趾
足
鳳
凰
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
6
）『
山
海
経
』「
西
山
経
第
二
」
郭
璞
注
〔
西
晋
〕（
岳
麓
書
社
、
一
九
九
二

年
）、
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
鈔
』
巻
十
八
（
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
、
風
間

書
房
、
一
九
七
〇
年
）。

（
7
）『
阿
弥
陀
経
』
に
よ
れ
ば
、
仏
国
土
に
鸚
鵡
を
含
め
た
鳥
が
い
て
、
そ
れ

ら
は
「
阿
弥
陀
仏
の
法
音
を
宣
流
せ
し
め
ん
と
欲
し
た
も
う
変
化
の
所
作

註 図
一　

赤
木
智
香
子
『
鳥
類
の
包
帯
法
と
副
木
／
副
子
法
』（
ラ
プ
タ
ー
・
フ
ォ

レ
ス
ト
、
一
九
九
九
年
）

図
二　
『
中
國
美
術
全
集　

絵
画
編
』
十
八
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八

八
年
）

図
三　
『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
二
十
七
巻
（
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
）

図
四　
『
福
岡
市
美
術
館
所
蔵
品
目
録
』
古
美
術
（
福
岡
市
美
術
館
、
平
成
四

年
）

図
五　
『
花
鳥
』（
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
〇
六
年
）

図
六　
『
三
才
図
会
』
下
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

図
七　
『
花
鳥
画
の
煌
き
』（
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）

図
八　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図
』
下
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
）

図
九　
『
國
華
』
六
九
二
号
（
一
九
四
九
年
）

図
十　
『
華
麗
な
る
伊
万
里
、
雅
の
京
焼
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）

図
十
一　

東
京
文
化
財
研
究
所
に
て
撮
影

図
十
二　
『
浮
世
絵
聚
花　

四　

シ
カ
ゴ
美
術
館
』（
小
学
館
、
一
九
七
八
年
）

図
版
典
拠
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な
り
」
と
さ
れ
る
（
中
村
元
他
訳
註
『
浄
土
三
部
経
』
下
（
岩
波
書
店
、

昭
和
三
十
九
年
）。
な
お
、
鸚
鵡
と
仏
教
言
説
に
関
し
て
は
今
橋
理
子

「
鸚
鵡
の
肖
像
」『
文
学
』
第
十
巻
第
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
他
。

（
8
）
王
圻
〔
明
〕『
三
才
図
会
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）「
世
楽

鳥　

按
南
方
異
物
志
有
時
楽
鳥
即
世
楽
也
此
鳥
…
…
興
鸚
鵡
状
同
…
…
王

者
有
明
徳
天
下
太
平
則
見
」。

（
9
）
禰
正
平
〔
後
漢
〕「
鸚
鵡
賦
」（
高
橋
忠
彦
『
文
選　

賦
篇
』
下
、
明
治
書

院
、
二
〇
〇
一
年
）「
惟
西
域
之
霊
鳥
兮
…
…
配
鸞
皇
而
等
美
」（
鸚
鵡
は

西
域
の
霊
鳥
で
…
鸞
や
鳳
凰
に
肩
を
並
べ
る
も
の
で
あ
る
）。

（
10
）
杜
甫
〔
唐
〕「
秋
興
八
首
」
八
（
黒
川
洋
一
『
杜
甫
』、
角
川
書
店
、
昭
和

六
二
年
）

（
11
）
李
祖
定
『
中
国
伝
統
吉
祥
図
案
』（
説
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
鳳
凰

の
姿
を
「
頭
は
錦
鶏
、
…
…
仙
鶴
の
足
・
オ
ウ
ム
の
嘴
」
と
す
る
。

（
12
）「
宣
和
画
譜
」（
中
国
書
画
研
究
資
料
社
『
画
史
叢
書
』
一
、
文
史
哲
出
版

社
、
一
九
八
三
年
）。

（
13
）
宋
代
に
は
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
新
た
な
文
化
創
造
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お

り
、
対
趾
足
鳳
凰
の
誕
生
も
そ
の
動
き
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

ご
指
摘
を
筑
波
大
学
教
授
・
守
屋
正
彦
氏
よ
り
頂
い
た
。

（
14
）
狩
野
派
の
手
に
な
る
対
趾
足
鳳
凰
の
作
例
は
、
管
見
で
は
他
に
狩
野
伊
川

院
栄
信
《
百
鳥
図
》（
永
青
文
庫
蔵
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
作
品
の
朝
陽

に
向
か
う
鳳
凰
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
種
々
の
鳥
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
明

代
に
多
数
制
作
さ
れ
た
「
百
鳥
図
」
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

同
作
品
に
描
か
れ
た
七
十
種
を
超
え
る
鳥
と
そ
の
描
写
か
ら
は
、
当
時
の

博
物
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
窺
え
る
。（
熊
本
県
立
美
術
館
『
豊
麗
な

る
彩
の
世
界
』、
二
〇
〇
四
年
）

（
15
）
水
尾
比
呂
志
「
色
絵
鳳
凰
文
平
鉢
」『
國
華
』
一
二
三
六
号
（
一
九
九
八

年
）
で
は
、
こ
の
二
点
を
同
一
画
工
の
手
に
な
る
も
の
と
す
る
。

（
16
）『
八
種
画
譜
』
同
様
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
清
代
『
芥
子
園
画

伝
』
に
も
、
鳳
凰
以
外
の
鳥
も
含
め
対
趾
足
の
図
像
は
無
い
。

（
17
）
橘
守
国
に
関
し
て
は
、
仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、

一
九
五
〇
年
）、
浅
野
秀
剛
「
橘
守
国
と
そ
の
門
流
」『
浮
世
絵
芸
術
』
八

二―

八
四
号
（
一
九
八
四―

五
年
）、
武
田
恒
夫
「
近
世
大
坂
画
壇
と
そ

の
時
代
区
分
」『
近
世
大
坂
画
壇
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
八
三
年
）、

河
野
通
明
「
橘
守
国
『
絵
本
通
宝
志
』
の
基
礎
的
研
究
（
上
）」『
商
経
論

叢
』
第
三
六
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
太
田
昌
子
編
『
江
戸
の
出
版

文
化
か
ら
始
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
革
命
』（
金
沢
芸
術
学
研
究
会
、
二
〇
〇

七
年
）
他
。

（
18
）
仲
田
勝
之
助
編
『
浮
世
絵
類
考
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
）。

（
19
）
前
掲
仲
田
『
絵
本
の
研
究
』、
同
河
野
「
橘
守
国
『
絵
本
通
宝
志
』
の
基

礎
的
研
究
（
上
）」。

（
20
）
山
川
武
「
長
崎
派
」『
古
美
術
』
一
〇
〇
号
（
一
九
九
一
年
）。

（
21
）
慶
山
自
身
は
唐
絵
目
利
に
就
任
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
周

辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。



表
1　

主
要
対
趾
足
鳳
凰
作
例
一
覧
（
年
代
順
）

世
紀

年
代

作
品
（
中
国
）

作
品
（
日
本
・
朝
鮮
・
琉
球
）

画
題
・
鳳
凰
の
種
類

注
記
（
類
似
作
例
、
掲
載
先
、
同
一
資

料
・
作
家
に
関
す
る
注
記
等
）

12
Ｃ

一
一
三
五

宋
・
高
宗　
《
賜
梁
汝
嘉
勅
書
》（
南

宋
、
東
京
国
立
博
物
館
）

14
Ｃ

《
織
成
儀
鳳
図
》（
元
、
遼
寧
省
博
物

館
）

《
花
鳥
図
（
牡
丹
に
孔
雀
・
桐
に
鳳

凰
）》（
元
）

國
華
一
一
四
〇
号
掲
載

《
緋
色
繻
子
地
牡
丹
鳳
凰
文
様
編
繡

裂
》（
明
、
東
京
国
立
博
物
館
）

14
〜
15
Ｃ

15
Ｃ

林
良　
《
鳳
凰
竹
石
図
》（
明
、
相
国

寺
）

戴
進　
《
鳳
凰
図
》（
明
、
大
徳
寺
龍

光
院
）

張
路　
《
鳳
凰
女
仙
図
》（
明
、
北

京
・
故
宮
博
物
院
）

吳
偉
派
《
鳳
凰
仙
女
図
》
と
近
似

吳
偉
派　
《
鳳
凰
仙
女
図
》（
明
、
大

英
博
物
館
）

16
Ｃ

伝
辺
文
進　
《
百
鳥
図
》（
明
、
福
岡

市
立
美
術
館
）

三
の
丸
尚
蔵
館
本
に
酷
似

伝
辺
文
進　
《
百
鳥
図
》（
明
、
個
人

蔵
）

伝
銭
選　
《
百
鳥
図
》（
明
、
三
の
丸

尚
蔵
館
）
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16
Ｃ

伝
辺
鸞　
《
桐
鳳
凰
図
》（
明
、
フ
リ

ア
美
術
館
）

複
数
の
近
似
図
あ
り

伝
黄
居
寀　
《
朝
陽
鳴
鳳
図
》（
明
、

フ
リ
ア
美
術
館
）

一
五
八
三　

序

方
于
魯　
『
方
氏
墨
譜
』（
明
）

「
五
鳥
叙
倫
」
？

同
一
資
料
内
に
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ

り

一
五
九
四　

自
序

程
君
房　
『
程
氏
墨
苑
』（
明
）

「
五
鳥
叙
倫
」「
于
波

朝
陽
」

同
一
資
料
内
に
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ

り

一
六
〇
〇

王
世
貞　
『
列
仙
全
伝
』（
明
）

「
梅
福
」
＊
青
鸞
、

「
緱
仙
姑
」
＊
青
鳥

同
一
資
料
内
、「
鳳
」「
鳳
鸞
」「
青
鳥
」

は
三
前
趾
足
、
一
六
五
〇
年
に
和
刻
本

『
有
象
列
仙
全
伝
』
出
版

17
Ｃ

一
六
〇
二
？

洪
応
明　
『
仙
仏
奇
踪
』（
明
）

「
西
王
母
」、「
梅
福
」

＊
鸞

同
一
資
料
内
、「
笙
史
」
＊
鳳
は
三
前

趾
足

一
六
〇
七

王
圻　
『
三
才
図
会
』（
明
）

「
顧
鷟
」

同
一
資
料
内
、「
鳳
」「
鸞
」
は
三
前
趾

足

土
佐
一
得　
《
鳳
凰
図
》（
川
越
・
喜
多

院
）

《
東
福
門
院
十
二
単
一
式
》（
霊
鑑
寺
）

四
〇
〜
五
〇
年
代

伊
万
里
（
古
九
谷
様
式
）　
《
色
絵
鳳
凰

図
大
皿
》

石
川
県
立
美
術
館
本
に
酷
似

古
九
谷　
《
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
》（
石
川

県
立
美
術
館
）

狩
野
探
幽　
《
仏
像
祖
師
仙
人
花
鳥
獣

画
冊
》（
京
都
国
立
博
物
館
）

探
幽
、
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ
り

狩
野
探
幽　
《
和
漢
古
画
帖
》（
大
倉
集

古
館
）
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17
Ｃ

土
佐
光
起　
《
鳳
凰
図
》

國
華
五
五
九
号
掲
載
、
光
起
、
三
前
趾

足
鳳
凰
作
例
あ
り

住
吉
具
慶　
《
洛
中
洛
外
図
巻
》（
東
京

国
立
博
物
館
）

《
青
花
牡
丹
鳳
凰
図
大
皿
》（
明
〜
清
、

大
英
博
物
館
）

18
Ｃ

一
七
一
九

橘
守
国　
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』

「
顧
鷟
」

一
七
二
〇

橘
守
国　
『
絵
本
写
宝
袋
』

「
桐
鳳
凰
」

小
原
慶
山　
《
桐
に
鳳
凰
図
》（
長
崎
市

立
博
物
館
）

一
七
三
〇

橘
守
国　
『
絵
本
通
宝
志
』

「
桐
に
鳳
凰
」

一
七
三
五

沈
南
蘋　
《
丹
鳳
朝
陽
図
》

一
七
四
〇

橘
守
国　
『
絵
本
鶯
宿
梅
』

「
梧
桐
鳳
凰
」

一
七
四
七

華
嵒　
《
花
鳥
図
冊
》（
清
、
フ
リ
ア

美
術
館
）

西
村
孫
三
郎　
《
桐
鳳
凰
図
》（
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
）

守
国
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』「
顧
鷟
」
に

近
似

一
七
五
〇

大
岡
春
卜　
『
和
漢
名
画
苑
』

「
雲
谷
等
碩
写　

梅

福
」
＊
青
鸞

春
卜
、
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ
り

一
七
五
一

大
岡
春
卜　
『
画
史
会
要
』

「
沈
周
写　

桐
鸞
」

一
七
五
五

伊
藤
若
冲　
《
旭
日
鳳
凰
図
》（
三
の
丸

尚
蔵
館
）

若
冲
、
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ
り

荒
木
元
慶　
《
鳥
類
図
巻
》（
長
崎
県
立

美
術
博
物
館
）
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18
Ｃ

一
七
五
七

大
岡
春
卜　
《
墨
花
争
奇
》

一
七
六
四

佚
山　
《
花
鳥
図
屛
風
》（
東
京
国
立
博

物
館
）

一
七
六
五

無
款　
《
見
立　

王
子
喬
（
簫
史
）》

（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）

守
国
『
絵
本
写
宝
袋
』「
桐
鳳
凰
」
か

ら
借
用

伊
藤
若
冲　
《
動
植
綵
絵　

老
松
白
鳳

図
》（
三
の
丸
尚
蔵
館
）

石
川
豊
信　
《
桐
鳳
凰
図
》（
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
美
術
館
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）

ボ
ス
ト
ン
本
で
は
伝
湖
龍
斎
と
す
る
。

守
国
『
絵
本
通
宝
志
』「
桐
に
鳳
凰
」

に
近
似

銘
「
武
州
住
正
方　

正
信
」　
《
鳳
凰
図

鐔
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）

森
陽
信　
《
桐
鳳
凰
図
》（
長
崎　

大
光

寺
）

中
山
高
陽　
《
孔
雀
鳳
凰
図
屛
風
》

一
七
六
九
〜
九
七

鶴
沢
探
索　
《
桐
鳳
凰
・
孔
雀
牡
丹
図

屛
風
》

礒
田
湖
龍
斎　
《
桐
に
鳳
凰
図
》（
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
）

湖
龍
斎
、
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ
り

一
七
七
九

橘
保
国　
『
絵
本
詠
物
選
』

「
青
鸞
」

一
七
八
一

伝
円
山
応
挙　
《
群
鳥
・
別
離
・
鯉
図
》

（
千
葉
市
美
術
館
）

応
挙
、
三
前
趾
足
鳳
凰
作
例
あ
り

一
七
八
九

下
河
辺
拾
水　
『
訓
蒙
図
彙
大
成
』

「
鳳
凰
」

同
一
資
料
内
、「
鸞
」
は
三
前
趾
足

岸
駒　
《
丹
鳳
来
儀
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
）
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18
Ｃ

狩
野
伊
川
院
栄
信　
《
百
鳥
図
》（
永
青

文
庫
）

窪
俊
満　
《
曲
水
の
宴
》（
東
京
国
立
博

物
館
）

《
鳳
凰
蒔
絵
香
合
》（
東
京
国
立
博
物

館
）

湯
島
聖
堂
釈
奠
器

19
Ｃ

原
在
中　
《
相
国
寺
方
丈　

杉
戸
絵
鳳

凰
図
》

一
八
四
〇

増
山
雪
園　
《
四
季
花
鳥
画
帖 

梅
花

雪
・
梧
桐
月
》（
東
京
国
立
博
物
館
）

一
八
四
三

奥
田
惟
明　
《
朱
漆
牡
丹
鳳
凰
丸
文
沈

金
大
香
合
》（
妙
心
寺
）

一
八
四
八

二
代
葛
飾
戴
斗　
『
花
鳥
画
伝
』
初
編

「
桐
鳳
凰
」

鈴
木
其
一　
《
麒
麟
・
鳳
凰
図
》

歌
川
国
綱　
《
桐
鳳
凰
図
》

守
国
『
絵
本
写
宝
袋
』「
桐
鳳
凰
」
に

近
似

高
木
春
山　
『
本
草
図
説
』

「
鸞
」

同
一
資
料
内
、「
鳳
凰
」
は
三
前
趾
足

《
鳳
凰
来
儀
図
》（
清
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
美
術
館
）

《
緋
羅
紗
地
鳳
凰
文
様
刺
繡
艫
屋
欄
縁

下
水
引
幕
》（
四
条
町
大
船
鉾
保
存
会
）

《
桐
に
鳳
凰
図
友
禅
染
掛
幅
》（
東
京
国

立
博
物
館
）

323　　鳳凰の足
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亀
山
焼　
《
桐
に
鳳
凰
染
付
大
鉢
》（
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
）

《
神
扇
》（
琉
球
、
第
二
尚
氏
時
代
、
東

京
国
立
博
物
館
）

《
花
鳥
図
》（
李
氏
朝
鮮
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
）

《
紙
織
鳳
凰
図
》（
朝
鮮
末
期
）

同
一
資
料
内
、
三
前
趾
足
鳳
凰
あ
り

＊　

画
中
画
に
描
か
れ
る
場
合
を
含
む
。

＊　

作
品
の
記
載
は
、
作
家
名
・《
作
品
名
》（
日
本
以
外
の
場
合
は
国
名
、
所
蔵
先
）
の
順
で
あ
る
。
不
明
な
も
の
は
適
宜
省
略
し
て
い
る
。
な
お
、
作
品
名
・
作
家
名
（
伝

称
の
有
無
）・
制
作
年
代
は
参
考
資
料
・
図
版
掲
載
資
料
に
拠
る
。

＊　

制
作
年
代
の
不
明
な
も
の
は
適
切
と
思
わ
れ
る
年
代
に
挿
入
し
て
い
る
。

附
記

：

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
に
学
習
院
大
学
で
行
っ
た
第
六
十
三
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
で
の
口
頭
発
表
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
な
か
の　

し
ょ
う
こ
／
博
士
後
期
課
程
）
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